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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シンク側の有線通信装置に対して有線接続可能であると共に、ソース側の有線通信装置
に対して有線接続可能なソース側の無線通信装置との間で無線通信を行うことの可能なシ
ンク側の無線通信装置であって、
　メモリと、
　ケーブルポートと、
　前記ケーブルポートにケーブルを介して接続された外部装置から、該ケーブルでの通信
方式で使用する表示装置識別情報を取得する手段と、
　前記取得された表示装置識別情報に基づき、前記外部装置が、前記シンク側の有線通信
装置であるか、又は前記ソース側の無線通信装置であるか、を判別する判別手段と、
　前記判別手段によって前記外部装置が前記シンク側の有線通信装置であると判別された
場合に、前記シンク側の有線通信装置との間で有線通信を行う手段と、
　前記判別手段によって前記外部装置が前記ソース側の無線通信装置であると判別された
場合に、有線で接続された状態にある前記ソース側の無線通信装置との間で認証処理を行
うと共に、該認証処理により得られた認証情報を前記メモリに格納する手段と、
　前記シンク側の有線通信装置が前記ケーブルポートに有線接続された状態で、前記メモ
リに格納された認証情報に基づき、前記ソース側の有線通信装置が有線接続された状態に
ある前記ソース側の無線通信装置との間で、無線通信を行う無線通信手段と、
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
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【請求項２】
　前記無線通信手段は、前記ケーブルポートに有線で接続された状態で前記認証処理を行
った前記ソース側の無線通信装置と無線通信を行い、前記認証処理を前記ケーブルポート
に有線で接続された状態で行っていない他の無線通信装置とは無線通信を行わないことを
特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記認証処理において、前記ソース側の無線通信装置に、前記無線通信で使用する識別
情報を割り当てることを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【請求項４】
　シンク側の有線通信装置に対して有線接続可能であると共に、ソース側の有線通信装置
に対して有線接続可能なソース側の無線通信装置との間で無線通信を行うシンク側の無線
通信装置を備えた無線通信システムであって、
　メモリと、
　ケーブルポートと、
　前記ケーブルポートにケーブルを介して接続された外部装置から、該ケーブルでの通信
方式で使用する表示装置識別情報を取得する手段と、
　前記取得された表示装置識別情報に基づき、前記外部装置が前記ソース側の無線通信装
置であるか否かを判別する判別手段と、
　前記取得された表示装置識別情報に基づき、前記外部装置が、前記シンク側の有線通信
装置であるか、又は前記ソース側の無線通信装置であるか、を判別する判別手段と、
　前記判別手段によって前記外部装置が前記シンク側の有線通信装置であると判別された
場合に、前記シンク側の有線通信装置との間で有線通信を行う手段と、
　前記判別手段によって前記外部装置が前記ソース側の無線通信装置であると判別された
場合に、有線で接続された状態にある前記ソース側の無線通信装置との間で認証処理を行
うと共に、該認証処理により得られた認証情報を前記メモリに格納する手段と、
　前記メモリに格納された認証情報に基づき、前記ソース側の無線通信装置との間で無線
通信リンクを確立して、該ソース側の無線通信装置から映像信号を受信する手段と、
　受信された前記映像信号による映像を表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信装置及び無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、映像信号等を無線で送受信するシステムが考えられている。無線通信においては
、通常、安全性の確保等のために認証情報が必要であるが、このような認証情報を無線信
号で伝送すると、他の装置が当該認証情報を取得してしまうことがある。
【０００３】
　そこで、認証を有線でやり取りすることが考えられている（例えば、特許文献１参照）
。特許文献１には、コンテンツ信号の無線通信を行う場合に、相手の装置の登録や認証を
安全で確実に行うことができるようにすべく、識別情報の交換を、有線インタフェースを
介して行うことが開示されている。
【０００４】
　ここで、特許文献１記載の手法では、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍ
ｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）の有線インタフェースにより通信を行い、こ
のＤＤＣ（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ）又はＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ
　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ラインにより、識別情報や鍵情報の伝送を
行うことが開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２４４４７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１記載の手法では、識別情報や鍵情報の通信用のコマンド又は
モード切替スイッチにより、識別情報や鍵情報の通信を行うことが開示されている。即ち
、ユーザが意図的にコマンド入力やスイッチ押下を行わない限りは識別情報や鍵情報の通
信を行うことができず、ユーザ操作が煩雑である。
【０００７】
　そこで本発明は、作業の煩雑さを抑制しつつ、無線通信の認証を安全に行うことのでき
る無線通信装置及び無線通信システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様である無線通信装置は、シンク側の有線通
信装置に対して有線接続可能であると共に、ソース側の有線通信装置に対して有線接続可
能なソース側の無線通信装置との間で無線通信を行うことの可能なシンク側の無線通信装
置であって、メモリと、ケーブルポートと、前記ケーブルポートにケーブルを介して接続
された外部装置から、該ケーブルでの通信方式で使用する表示装置識別情報を取得する手
段と、前記取得された表示装置識別情報に基づき、前記外部装置が、前記シンク側の有線
通信装置であるか、又は前記ソース側の無線通信装置であるか、を判別する判別手段と、
前記判別手段によって前記外部装置が前記シンク側の有線通信装置であると判別された場
合に、前記シンク側の有線通信装置との間で有線通信を行う手段と、前記判別手段によっ
て前記外部装置が前記ソース側の無線通信装置であると判別された場合に、有線で接続さ
れた状態にある前記ソース側の無線通信装置との間で認証処理を行うと共に、該認証処理
により得られた認証情報を前記メモリに格納する手段と、前記シンク側の有線通信装置が
前記ケーブルポートに有線接続された状態で、前記メモリに格納された認証情報に基づき
、前記ソース側の有線通信装置が有線接続された状態にある前記ソース側の無線通信装置
との間で、無線通信を行う無線通信手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、作業の煩雑さを抑制しつつ、無線通信の認証を安全に行うことのでき
る無線通信装置及び無線通信システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係る無線通信装置が使われる無線通信システムの構成を示
す図。
【図２】本発明の一実施形態に係る無線通信装置の構成を示す図。
【図３】本発明の一実施形態に係る無線通信装置の処理の流れを示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の無線通信装置について、図面を参照しながら説明する。
　まず、図１を参照して、本発明の無線通信装置の一実施形態に係るＷｉｒｅｌｅｓｓＨ
Ｄ受信アダプタ及びＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタを含むシステムの構成を説明する
。
【００１２】
　本通信システムは、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１と、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送
信アダプタ２と、Ｓｉｎｋ機器３と、Ｓｏｕｒｃｅ機器４とを含む。図１（ａ）は、映像
信号伝送時の構成を示す図であり、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ受信アダプタ１の有するケーブルポ



(4) JP 5318048 B2 2013.10.16

10

20

30

40

50

ート１１とＳｉｎｋ機器３の有するケーブルポート３Ａとの間をＨＤＭＩケーブル５で、
Ｓｏｕｒｃｅ機器４の有するケーブルポート４ＡとＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２
の有するケーブルポート２１との間をＨＤＭＩケーブル６で接続されている。
【００１３】
　Ｓｏｕｒｃｅ機器４は、例えばＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓ
ｋ）プレーヤや、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）プレーヤ等の映像再生装置
である。ＤＶＤやＨＤＤ等の記憶媒体に記憶された映像データを復号し、非圧縮の映像信
号をケーブルポート４Ａから出力している。
【００１４】
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２は、Ｓｏｕｒｃｅ機器４からＨＤＭＩケーブル６
を介して受信した映像信号を、非圧縮のままＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１へＷｉ
ｒｅｌｅｓｓＨＤによる無線通信により送信する機能を有する。
【００１５】
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤによる無線通信により
、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２から受信した映像信号を、ケーブルポート１１か
ら、ＨＤＭＩ映像信号として非圧縮のまま出力する機能を有する。ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ
受信アダプタ１は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信におけるコーディネータの役割を果たす。
【００１６】
　Ｓｉｎｋ機器３は、ケーブルポート１１で受信した映像信号による映像を、自身の有す
るディスプレイ上に表示する。
　ここで、ケーブルポート１１、２１、３Ａ、４Ａは、其々ＨＤＭＩケーブルを挿抜する
ことができ、ＨＤＭＩ規格に基づく有線通信のための通信ポートである。ＨＤＭＩ通信規
格では、映像／音声信号を非圧縮のままシンク側からソース側へ伝送するためのＴＭＤＳ
（Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｍｉｎｉｍｉｚｅｄ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓｉｇｎａ
ｌｉｎｇ）データ線、制御信号を相互通信するためのＣＥＣ線、シンク側装置からソース
側装置へＥＤＩＤ（表示装置識別情報とも称する）を伝送する等の機能を有するＤＤＣ線
等の各種データ通信チャネルを有する。
【００１７】
　ここで、ＥＤＩＤは、サポートしているディスプレイ解像度や機種名、クロックの情報
等の情報含む識別情報であり、これにより、Ｓｏｕｒｃｅ機器４がＳｉｎｋ機器３の能力
を知ることができる。また、ＥＤＩＤには、各ＨＤＭＩ入力ポートに接続された機器に割
り当てる物理アドレスも含まれる。この物理アドレスをＨＤＭＩケーブルで接続された各
機器が取得することで、物理アドレスがそれぞれ割当てられた機器から構成されるＨＤＭ
Ｉネットワークを構築することができる。ＨＤＭＩネットワークにおいては、各機器には
ユニークな物理アドレスが割り当てられる。この物理アドレスは各機器のネットワークト
ポロジー上の位置をユニークに識別することの可能な情報であるので、Ｓｉｎｋ機器３に
映像信号を送信するアクティブなソース機器を切り換えるためのルーティング制御等に使
用される。
【００１８】
　更に、本実施形態では、ＥＤＩＤ内に、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２を示す固
有のＥＤＩＤを保持し（例えば、全て“ＦＦ”等の値を持つ）、これによりＷｉｒｅｌｅ
ｓｓＨＤ受信アダプタ１は、相手機器がＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２であること
を認識することができる。
【００１９】
　また、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信は、６０ＧＨｚ帯を使用したミリ波の無線通信方式で
ある。ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤは非圧縮での無線通信を可能とする通信方式であり、通常、
ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信では、最初にコーディネータと呼ばれる受信アダプタが待機し
、その後、無線接続するためにＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタがペアリングを行い、
無線通信リンクを確立する手順を踏む。このとき、通常無線リンクが確立される順番は、
早くに電源を入れたものからコネクションの確立動作を行っており、ユーザが意図しない
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機器同士が接続してしまうことがあった。
【００２０】
　そこで、無線通信を開始するために必要なペアリング作業を行うために、Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓＨＤ受信アダプタ１とＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２との間をＨＤＭＩケーブ
ルで接続し、有線を介してコネクション確立に必要な認証情報をやり取りすることで、無
線コネクションを直感的に選択することができる。そのＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信用の認
証情報のやり取りをする際の構成を示す図が図１（ｂ）である。
【００２１】
　図１（ｂ）においては、Ｓｉｎｋ機器３及びＳｏｕｒｃｅ機器４は、どの装置とも通信
接続されていないが、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１のケーブルポート１１とＷｉ
ｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２のケーブルポート２１との間が、ＨＤＭＩケーブル７で
接続されている。
【００２２】
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１は、通常、シンク側の装置に接続されるため、Ｈ
ＤＭＩケーブル７で接続されると、ＥＤＩＤの読み込み処理を行う。このＥＤＩＤ内に、
相手機器がＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２であることを識別可能な情報が入ってい
る場合には、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信で使用する認証情報の交換を行う。この認証情報
の交換は、例えばＣＥＣ線を使用して行うことができる。
【００２３】
　この認証情報には、例えばＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信で使用するステーションＩＤ、Ｍ
ＡＣアドレス、ベンダーＩＤ、暗号鍵、ファームバージョン等の情報が含まれる。
【００２４】
　認証情報の交換後、ケーブル７が抜かると、それをトリガとして、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨ
Ｄ受信アダプタ１はＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２との間でＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ
無線接続を行う。
【００２５】
　続いて、図２を参照しながら、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１及びＷｉｒｅｌｅ
ｓｓＨＤ送信アダプタ２の構成を説明する。図２は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ
１及びＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２の構成を示す図である。
【００２６】
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１は、制御部１０と、ＨＤＭＩケーブルポート部１
１と、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信部１２と、ＥＤＩＤ記憶部１３と、ＥＤＩＤ判断部１４
と、認証情報記憶部１５とを有する。
【００２７】
　制御部１０は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１の各構成を統括制御する。
　ＨＤＭＩケーブルポート部１１は、ＨＤＭＩ有線通信を行うための通信ポートである。
先述の通り、ＨＤＭＩケーブル５、７が接続可能である。通常、映像信号を伝送可能な接
続形態（図１（ａ）参照）の場合にはシンク側の機器に接続されることとなるため、ＨＤ
ＭＩケーブルポート部１１にＨＤＭＩケーブルが接続されると、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受
信アダプタ１は自身の物理アドレスを取得すべく、ＥＤＩＤの読み込みを行う。
【００２８】
　ＥＤＩＤ記憶部１３は、ＨＤＭＩケーブルポート部１１から読込んだＥＤＩＤを記憶す
る記憶手段である。
　ＥＤＩＤ判断部１４は、ＨＤＭＩケーブルポート部１１から読込み、ＥＤＩＤ記憶部１
３に記憶されたＥＤＩＤに、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタを示す固有の情報が含ま
れているか否かを判別する機能を有する。固有の情報が含まれている場合には、通信相手
はＷｉｒｅｌｅｓＨＤ受信アダプタ２であることがわかるため、ＨＤＭＩケーブルポート
１１を介して、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信で使用する認証情報の認証処理を行う。この認
証情報は、認証情報記憶部１５に記憶される。
【００２９】
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　もし、固有の情報が含まれていない場合には、ＥＤＩＤ判断部１４は、テレビやプロジ
ェクタ等の通常のＳｉｎｋ機器３であることがわかる。シンク側装置であった場合には、
ＥＤＩＤに含まれる物理アドレスを元に、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２に接続さ
れるソース側の通信装置の物理アドレスを算出し、下位（ソース側）の通信装置が、該物
理アドレスを読込めるように、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２が図示しないメモリ
に記憶可能とする。
【００３０】
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信部１２は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２から送信さ
れた映像信号を受信する通信モジュールである。尚ここで、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信ア
ダプタ２との間のＷｉｒｅｌｅｓＨＤ通信の際には、ＨＤＭＩケーブルポート部１１でＷ
ｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２との間で交換後、認証情報記憶部１５に記憶された認
証情報を使用する。
【００３１】
　次に、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２の構成について説明する。Ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓＨＤ送信アダプタ２は、制御部２０、ＨＤＭＩケーブルポート部２１、Ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓＨＤ通信部２２、ＥＤＩＤ記憶部２３、認証情報記憶部２４を有する。
【００３２】
　制御部２０は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ２の各構成を統括制御する。
　ＨＤＭＩケーブルポート部２１は、ＨＤＭＩ有線通信を行うための通信ポートである。
先述の通り、ＨＤＭＩケーブル６、７が接続可能である。Ｓｏｕｒｃｅ機器４との接続時
には、Ｓｏｕｒｃｅ機器４からの映像信号が受信可能であり、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信
アダプタ１との接続時には、自身のＥＤＩＤを読込ませることによりＷｉｒｅｌｅｓｓＨ
Ｄ送信アダプタ２であることを認識させ、これをきっかけとしてＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受
信アダプタ１との間で、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信に使用する認証情報の交換を、ＨＤＭ
Ｉケーブルポート部２１を介して行う。
【００３３】
　認証情報記憶部２４は、交換した認証情報を記憶する記憶媒体である。
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信部２２は、映像信号をＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１
へ送信する通信モジュールである。尚、このＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信には、認証情報記
憶部２４に記憶した認証情報を使用する。
【００３４】
　ＥＤＩＤ記憶部２３は、ＨＤＭＩケーブルポート部２１からＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信
アダプタ１が読込むＥＤＩＤを記憶する記憶媒体であり、例えばＥＥＰＲＯＭ等である。
【００３５】
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１と、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２との間
の処理について、図３を参照しながら説明する。
　まず、ユーザがＨＤＭＩケーブル７で、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１のＨＤＭ
Ｉケーブルポート部１１と、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２のＨＤＭＩケーブルポ
ート部２１との間を接続する（ステップＡ１０１、Ｂ１０１）。
【００３６】
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１は、ＨＤＭＩケーブル７がＨＤＭＩケーブルポー
ト部１１に接続されると、ＨＰＤ（Ｈｏｔ　Ｐｌｕｇ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）線の信号が
Ｈｉｇｈであることを検出することにより（ステップＡ１０２）、ＨＤＭＩケーブルポー
ト部１１が、他のＨＤＭＩ機器と接続されたことを知ることができる。
【００３７】
　これに伴い、接続相手機器であるＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２から、ＤＤＣ線
により、ＥＤＩＤを読込む（ステップＡ１０３）。
　このとき、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプ
タからの要求に応じて、ＥＤＩＤ記憶部２３に記憶されたＥＤＩＤをＷｉｒｅｌｅｓｓＨ
Ｄ受信アダプタ１へ送信する（ステップＢ１０２）。このＥＤＩＤ中には、当該機器がＷ
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ｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２である旨（ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤにより、映像信号を
送信可能な機器である旨）の固有の情報（例えば、全て“ＦＦ”の値を取る等の方法が考
えられる）を、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ受信アダプタ１が認識できる情報を含める。
【００３８】
　ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ１は、読込んだＥＤＩＤを元に、相手機器がＷｉｒ
ｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２であるか否かをＥＤＩＤ判断部１４が判断する（ステップ
Ａ１０４）。ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２ではなかった場合には（ステップＡ１
０４のＮｏ）、通常のＨＤＭＩ機器であるものと判断し、相手機器をシンク側装置（例え
ばＳｉｎｋ機器３）として認識し、通常のＨＤＭＩ通信を行う（ステップＡ１０５）。
【００３９】
　ＥＤＩＤ判断部１４は、相手機器をＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２であると判断
すると（ステップＡ１０４のＹｅｓ）、それをトリガとして、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ認証
情報の交換をＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２との間で行う（ステップＡ１０６、Ｂ
１０３）。この認証情報の交換は、例えばＣＥＣ線を用いて行うことができる。
【００４０】
　認証情報は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ無線通信におけるコーディネータとなるＷｉｒｅｌ
ｅｓｓＨＤ受信アダプタ１がＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２へステーションＩＤを
割当て、その他の認証情報であるＭＡＣアドレス、ベンダーＩＤ、暗号鍵、ファームのバ
ージョン等の情報を含めてなるものである。
【００４１】
　認証情報の交換後、ユーザがＨＤＭＩケーブル７を抜くと（ステップＡ１０７、ステッ
プＢ１０４）、それをトリガとしてＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２とＷｉｒｅｌｅ
ｓｓＨＤ受信アダプタ１との間でＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信の無線接続が行われる（ステ
ップＡ１０８、Ｂ１０５）。これにより、図１（ａ）のように装置を接続することで、両
装置間で映像信号の伝送が可能となる。
【００４２】
　尚このとき、この有線での認証を行ったＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ２とＷｉｒ
ｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタは唯一の無線リンクを確立するものとし、例えば、近傍に別
のＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタやＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタが存在してい
ても、それらとは、無線リンクの確立は行わない。これにより、ユーザが接続させたいＷ
ｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタとＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタとを予め選択する
ことができ、意図しない無線アダプタ同士の無線リンクの確立を防ぐことができる。
【００４３】
　以上説明したように、本実施形態によれば、映像信号を無線で伝送する際に、その認証
情報を、ＨＤＭＩ有線通信でのペアリングにより行う。これにより、安全で直感的に認証
情報の交換を行うことができると共に、通信相手の機器をユーザは明確に認識することが
でき、直感的な動作で実現することができる。
【００４４】
　さらに、この認証情報の交換を、ＥＤＩＤの読込みをトリガとして行う。ＥＤＩＤはＨ
ＤＭＩ通信開始時に読込むものであるので、ＥＤＩＤ中に、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信ア
ダプタである旨の情報を埋め込むことにより、ユーザがスイッチ等を押さずとも、認証情
報を交換すべき相手であることを認識し、認証処理を開始することが出来るようになる。
ＥＤＩＤに、このような情報が入っていなければ、通常通りＨＤＭＩ通信を行えばよく、
ユーザの作業は簡易である。
【符号の説明】
【００４５】
１・・・ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ受信アダプタ
２・・・ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ送信アダプタ
３・・・Ｓｉｎｋ機器
３Ａ、４Ａ、１１、２１・・・ＨＤＭＩケーブルポート部
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４・・・Ｓｏｕｒｃｅ機器
５、６、７・・・ＨＤＭＩケーブル
１０・・・制御部
１２・・・ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信部
１３・・・ＥＤＩＤ記憶部
１４・・・ＥＤＩＤ判断部
１５・・・認証情報記憶部
２２・・・ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ通信部
２３・・・ＥＤＩＤ記憶部
２４・・・認証情報記憶部

【図１】 【図２】
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